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英語で「やりとり」する力を育てる指導の工夫 
                            




























































































































































ン能力の構成要素（松川・大城 2008: 48） 
 
３ 実践と結果 
(1)山形県内 A中学校と B中学校の実態把握 
 今年度実践を行う２つの中学校を対象に，英語
学習に関する意識調査を行った。対象生徒は，A




































































































































る。  （質問内容は事前にわからない。） 
３点 ふさわしい英文で答えることができる。 
２点 ふさわしい答えを Yes / No や単語で答える
ことができる。 

















項目 1： 平均 2.92（達成率 97.3％） 
項目 2： 平均 2.84（達成率 94.6％） 
項目 3： 平均 2.02（達成率 67.3％） 
項目 4： 平均 1.70（達成率 56.6％） 







































































































































































ペア A 「やりとり」 
  ①      ② 
 
ペア B 
  ③  ④ 
 ペア C 
 ⑤  ⑥ 
 
ペア D 









































  〇うなずきがある・「Ah…」と言っている点が良い。 
  ●うなずくだけでなく，つなぎ言葉を使うと良い。 
３．「10点満点で評価」をするならば，７点。 








  〇アイコンタクトがあったことが良い。 
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